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泌 尿器科 領域 に おけ るEnduracidinの 効果

重松 俊 ・江藤耕作 増田 京 ・樋口正士

久留米大学医学部泌尿器科学教室

1.緒 言

西宮 市 の土 壌 サ ソプル か ら 分 離 さ れ たStrePtom]ces

fungicidicusNo・B5477の 菌 体 か ら抽 出 され た抗 グ ラム

陽性 菌物 質 で あ るEnduracidinは,塩 基 性 で 有 機 結 合 の

塩素 を もつpeptide型 の 新 抗 生 物 質 で あ る。 武 由薬 品 株

式 会社 よ り供 試 を受 け たEndumcidinに て,基 礎 的 実 験

お よび 泌 尿器 科 領域 に お け る治 験 例 を 報 告 す る。

II.基 礎 的 実 験

1.血 中 濃 度

試供 菌:StaPh1laceccusaureus209P

方 法:鳥 居 ・川 上 重 層 力 ・jプ法(図1)。

検 定培 地:HeartInfusi◎nAgarAgar

健 康成 人 男 子 に お い てEnduracidinlOOmg筋 注 後,

また,当 教 室 入 院 患 者 にEnduracidin50mg筋 注 後 血

中濃 度 を測 定 した。 図2に 示 す ご と く,健 康 成 人 に お い

て低濃 度 長 時 間維 持 さ れ るが,嚢 胞 腎 ・慢 性 腎 孟 腎 炎 ・

図1鳥 居 ・川 上 重 層 カ ッ プ法
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右腎下垂の3名 においては投与後3時 間 目に最高値平均

3・8mcg!mlを 示 した。

2.尿 中排泄量 ・尿中回収率

健康成人男子EnduracidinIOOmg筋1主,入 院患者

(嚢胞腎 ・慢性腎孟腎炎 ・腎下垂)Enduracidin50mg筋

注後の尿中排泄量および尿中回収率は図3に 示す。

3。 動物実験(臓 器内濃度)

Wistar系 雄 ラ ノ ト(平 均体重:23.89)を 用 い,

Enduracidin2mg/9の 筋注を行ない,1 ,3,5時 間後

屠殺 し,各 臓器を別出しホモジナイズを行ない,1分 間

煮沸除蛋白を行ない上清採取後鳥居 ・川上重層カップ法

にて臓器内濃度を測定 した。結果は表 蓋に示すごとく,

肝,腎 に最 も多 く集中を示す ことを示 した。

4.抗 菌力

教室保存株5株 を用い,BrothMedium2倍 希釈法に

て抗菌力を測定 した。特殊菌株とは思われぬが,低 率を

示 したので再検討中であることを付記する。

5.Wistar系 雄 ラット肝による不活化作用

Wstar系 雄iラット肝を無菌的に捌出し,IO倍 相当に

希釈均一化 してA(10mcg)B(IOOmcg)・C(1,000

図3尿 中排泄量
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表IWistar系 雄 ラ ッ ト臓 器 内濃 度

(2mg/gi。m,>3匹 平 均

24houas

1hour

3hours

shours

臓 器 内 濃 度(mcg!9)

脳

O.01

0.98

0.93

肺

0.77

1.39

1.30

腎

0.93

2.34

2.02

陣 陣 肉
0.72

1,08

1.00

0.0正

0.92

0.31

1肝
0.73

2.14

2.24
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表2抗 菌 力

ブ イ ヨ ソ2倍 希 釈法mcg/m1 Iu・ 臨 床 的 検 討

被 検 菌 】Enduracidin(mcg!ml)
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図4Wistar系 雄 ラ ヅ ト肝 不 活化 作 用
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入院患者(主 に膀胱炎)6例,外 来患者(淋 疾後尿道

炎)8例 に各々Enduracidin100mgを 筋注し効果を検

討 した。

1.淋 疾後尿道炎

排膿 ・排尿痛を主訴として来院 した3患 者にグラム染

色を行ない,グ ラム陽性球菌を有する患者のみにつき検

討 した。8例 中5例 に自 他覚症状 と もに改善をみた

が,3例 には効果判定不能であつた。内2例 に発熱 ・発

疹などのアナフイラキシー様反応を見,1例 には頭痛,

関節痛,嘔 吐を,他5例 に注射部位疹痛を有 した。

2.膀 胱炎

術緩膀胱炎 ・急性膀胱炎をきた した6例 に検討を行な

つた。いずれも1日100mg,5～12日 の筋注を行ない,

著効2,や や有効3,無 効1の 結果を得た。

」3翫60

mcg)3段 階 の濃度溶液と37℃ に作用 させ,30分,

60分,180分 後に1分 間煮沸除蛋白を行ない遠沈させ

上清を鳥居 ・川上重層ヵップ法により濃度を測定,作 用

前を100%と して力画の変動を検討した。その結果図4

に示すごとく30分 作用時にC群 において最 も不活化さ

れる結果を得,ま た,180分 では3群 ともに不活化され

肝細胞により活性を失 うものとみなされる結果を得た。

表

IV・ 結 語

1.わ れわれの改良した鳥居 ・川上重層カップ法を行

なつた。これは測定時誤差を最小限度に止めることが可

能である。

2。 血中濃度にて,50mg筋 注にて3時 間 目に最高

値3。8mcg/mlを 占し,100mg筋 注 して平均 して低濃

度長時間維持される結果を得た。

3,尿 中排泄量は,50mg筋 注において腎機能不全を

呈した関係もあ り,一 般に低い。回収率は1.78%で あ

つた。
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投与量X日 数
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4.Wistar系 雄 ラット臓器内濃度にて,肝,腎 に集

中性を認めた。

5.教 室保存5株 に抗菌力を測定 した。

6.Wistar系 雄 ラット捌出肝にて,不 活化作用を検

討し,高 濃度において不活化作用が強いことを認めた。

7.淋 疾後尿道炎8例,術 後膀胱炎4例,急{生 膀胱炎

2例 に臨床的検討 を加 え,著 効7・ やや有効3・ 不明

3・ 無効1の 結果を得た。

8.副 作用として,ア ナフイラキシー-el反応2例 ・頭:

痛,関 節疹痛,嘔 吐を1例 ・他ll例 に注射部位疹痛を

来 した。

CLINICAL EFFECT OF ENDURACIDIN IN THE 

        FIELD OF UROLOGY

SHUN SHIGEMATSU, KOUSAKU ETO,  KYO MASUDA  & MASASHI HIGUCHI 

   Department of Urology, School of Medicine, University of Kurume 

 (Director  : SHUN  SHIGEMATSU)

 Basic and clinical studies were carried out on enduracidin  (EDC) and the following observed. 
  1) For determination of the concentration in body fluids, a modification of the  ToRn-KAwAKAmr 

 multi-layer cup method was used. 
 2)  • The blood concentration showed a maximal level of 3.8 mcg/ml, 3 hours after intramuscular 

injection of 50 mg of EDC and with intramuscular injection of 100 mg, a low peak was maintained 
over a prolonged period. 

 3) The urinary excretion showed a recovery rate of  1.8-3.4%. 
 4) Concentration in the liver and kidney was observed following intramuscular injection in the 

Wistar rat. 
 5) The effect of rat liver homogenate on EDC was examined and it was found that  EDC is  inac-, 

tivated by the liver cells. 
 6)  EDC was tested clinically in 8 cases of postgonorrhoic urethritis, 4 cases of postsurgical  cystitis 

and 2 cases of acute cystitis and was very effective in 7, somewhat effective in 3, indefinite in 3  and. 
ineffective in 1 case. 

 7) Side effects consisted of anaphylactoid reaction in 2 cases, headache anthralgia and vomiting in 
1 case and pain at the site of injection in 11 cases.




